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 令和５年４月６日会議概要  

 

第１　日時　 

　　　令和５年４月６日（木）午前９時15分から午前11時00分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　森田委員長、在田委員、池坊委員、森委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警備

　　部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要                                                         　　 

　１　委員報告 

　令和４年度京都府警察退職職員表彰式（３月31日） 

　　　森田委員長から、「３月31日、京都府警察退職職員表彰式に出席し、長年のお勤めに対する

 慰労と感謝の言葉をお伝えした」旨、報告があった。

 

　２　議題 

(1) ネット安心アドバイザー登録通知書交付式の実施について　　　　　　　 

生活安全部長から、４月10日、ネット安心アドバイザーの登録通知書交付式が実施され

る旨、報告があった。ネット安心アドバイザー制度については、青少年・府民をサイバー

犯罪から守るという趣旨で設立されたものであり、大学等の研究者、情報通信企業の社員

等の有識者をネット安心アドバイザーとして登録し、年間を通じて学校等が開催する講演

会での講演や、青少年の情報モラルの醸成等の活動を行っている。今年度は、スーパーバ

イザーである兵庫県立大学の竹内教授を含め計23名の方を登録指定して通知書を交付する

 旨、説明があった。

委員からは、「ボランティアで啓発活動を行っている方がいるので、その方たちを対象に

講習をしていただければより広がりがあると思う。このような制度があるということを関

係先にも紹介したい。」旨、発言があった。 

 

(2) 「ちかん・盗撮　ZERO」活動の実施について　　　　　　　　　　 　　　 

地域部長から、５月中を実施期間として「ちかん・盗撮　ZERO」活動を実施する旨、報

告があった。啓発活動の一つ目の柱として、「痴漢ヘルプカード」の使い方の広報動画を専

門学校生と協働製作、府警のYouTubeで配信すること、二つ目の柱として、５月14日に京都

鉄道博物館とのコラボイベントを開催し、鉄道警察隊デザインのヘッドマークを取り付け

たＳＬのスタート式等痴漢防止の気運の醸成を目的とした広報啓発活動を展開することと

 している旨、説明があった。

委員長からは、「情報を発信して府民の方々に知ってもらうことが大切である。」旨、発

 言があった。

 

(3) 「令和５年春の全国交通安全運動」の実施について                   　 

交通部長から、５月11日から同月20日までの10日間実施される「令和５年春の全国交通

 安全運動」の運動重点及び活動等について報告があった。
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横断歩行者妨害の指導取締りを重点的に行うことや、４月１日に施行された自転車の乗

車用ヘルメット着用努力義務について、その必要性を周知啓発していくこと、子供の交通

 事故防止対策を徹底していくこと等具体的な取組について説明があった。

委員長から「横断歩道での停止は歩行者ではなく車を運転する側の問題であり、引き続

き歩行者の安全確保に努めていただきたい。」旨、発言があった。 

 

(4) 死亡ひき逃げ事件の検挙について　　　　　　　　　　　　　　　   　 

    交通部長から、交通捜査課及び西京警察署等は、令和５年３月28日に京都市西京区内の

市道上において発生した死亡ひき逃げ事件に関して、同年３月30日、会社員の男性を検挙

 したことについて報告があった。

委員長からは、「引き続きしっかり捜査をお願いする。早期に検挙していただきありがと

うございます。」旨、発言があった。 

 

(5) 初任科（第 266期、 267期、職員36期）入校式の実施について　　　　  

学校長から、４月11日、京都府警察学校で実施される初任科第 266期、 267期、職員36

期の入校式に関して、入校生及び式の概要について報告があり、新型コロナ感染防止に留

 意しながら実施する旨、説明があった。

委員長からは「厳粛にすすめていただきたい。」旨、発言があった。 

     

　　(6) 追加報告 

　職員の新型コロナウイルス感染状況について 　　　　　　　  　 　　 

　警務部長から、前回報告以降の京都府警察職員の新型コロナウイルス感染状況について

 報告があった。

 

(7) 本部長総括                                                       

本部長から、「新年度がスタートした。引き続き気を引き締めてがんばってまいりたい。」

 旨、発言があった。

 

  ３　個別報告 

    (1) 当面の行事予定等について                                   　 　   

  公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告

 　があった。

 

 (2) 損害賠償請求事件の発生及び応訴について　　　　　　　　　　   　   

    　　監察官室訟務官から、令和５年２月24日、京都府ほか１名を被告とする損害賠償請求事

 　件が京都地方裁判所に提起されたことに伴い、棄却を求めて応訴する旨、報告があった。

 

　４　個別決裁 

　　(1) 公文書非公開決定等に係る裁決について　 　　　　　　　　　　　　　 

　　　　情報公開担当補佐から、公文書非公開決定等を受けた者から、原処分を不服として審査

請求がなされたことに伴い、処分の内容、審議会答申の内容等について説明があり、審議

の上、審査請求の棄却を決定した。 

 

　  (2) 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について（２件）　　　   　   

    　　監察官室訟務官から、運転免許の更新処分を受けた者（２件２名）から、原処分を不服
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　として審査請求がなされたことに伴い、審査請求の概要等について説明があり、審議の上、

 　審査請求の棄却を決定した。   

　　 

　　(3) 犯罪被害者等給付金（重傷病）の支給裁定について　　　　　　　　　　 

　　犯罪被害者支援室長から、被害者から受理した犯罪被害者等給付金支給裁定申請　の調

 　査・検討について説明があり、審議の上、給付金を支給することを決定した。

 

(4) 公安委員会苦情について（処理１件）　 　　　　　   　  　　　　　　 

        公安委員会補佐室担当補佐から、過日受理した公安委員会宛の苦情等申出に関して調査

 結果及び通知案の説明があり、審議の上、通知内容を決定した。

 

　５　聴聞等 

　　　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　　　　 　　　　　   　   

  　　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見聴取

　の結果について説明があり、13件の行政処分を審議した。 

 

 


